
 
2023年 12月 23日（土）、第4回スイミング発表会を実施いたしました。当日は 22名のお子さん（ア

イラック（さがみ野）11名、アイラックやまと4名、Swimming&Wellness IROHA7名）が参加してくだ

さいました。目標は、①自分の思う「出来るようになって嬉しいこと」をみんなの前で自信をもって発表しよ

う！②たくさんの拍手をもらって、幸せな気持ちになろう！の 2つ。観覧席にも大勢の方に来ていただき、発

表会はスタートしました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

いよいよ発表会がスタート！ 一人一人、コメントと共に紹介！ 腕を伸ばしてビート板キック！ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

腕を伸ばして～さぁ行くぞ！ 仲間がゴールするまで応援！ ３人でクロール！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴール！コーチとハイタッチ 表彰式・1人で前へ！ メダル授与 

たくさんの方が見守る中、名前を呼ばれたら前に出て、みんなの前で泳ぐ。この大舞台を前に「緊張する」「ちゃんと泳

げるかな」など、不安そうな声も聞かれましたが、本番になると全員力を発揮！緊張したけど一人で前に出ることが出来た

り、練習では泳げなかった距離を本番で泳いだり。泳ぎ終わってすぐに「出来た！」と笑顔になるお子さんもいました。そ

れは、発表会のスケジュールを見て自分がやるべき事を理解したうえで参加した事や、練習の積み重ねから生まれた自信、

選手紹介で一人一人に送られた温かい拍手、泳いでいるときにも鳴りやまなかった拍手や声援、すべての事が大きな力にな

ったのではないでしょうか。互いに応援し合い、ゴールした後も頑張りを拍手で讃えあう、そんなあたたかい発表会となり

ました。ご参加いただいたみなさま、観覧にお越しいただいたみなさま、ありがとうございました！ 

今年も、「プールって楽しい！」「もっと上手くなりたい！」と思っていただけるような有意義なレッスンになるよう、ス

タッフ一同お待ちしております。（文責：井上） 

イベント報告「スイミング発表会」 

 100 号になりました♪ 



※グレーは閉所日となります。 

※祝日も開所いたしますが、各月の

予定を必ずご確認いただきますよ

うお願いいたします。 

※イベント開催日は、通常療育はお

休みとなります。イベントの詳細

については、後日ご連絡させてい

ただきます。 

 

 

 
 

＜ご利用料 引落のご案内＞ 

 

引落日 1 月２5 日（木）  

引落先名称 アイラック または アイラックやまと 
どちらもご利用いただいている場合は、それぞれ引落

させていただきます。 

同封する請求書 １１月ご利用分 
未払分がある方は、未払金額を明記し、今回自動引落

させていただく合計金額を記載しております。 

同封する領収書 １０月ご利用分 
12 月の引落ができず、1 月に合算で引落ができた場合

は、次月のお便りに領収書を同封いたします。 

 

＜2月・3月の予定＞ 

  

2月 3月

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 1 2 3

5 6 7 8 9 10 11 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 11 12 13 14 15 16 17

19 20 21 22 23 24 25 18 19 20 21 22 23 24

26 27 28 29 25 26 27 28 29 30 31

5月4日

振替日

児童発達支援イベント

「学校体験」♪（予定）

アイラックやまと
放課後等デイサービスイベント

「ダンス・体操発表会」♪

～事業所アンケート実施のお知らせ～ 
２月より、事業所アンケートを実施いたします。皆様には毎年ご協力頂き、ありがとうございます。厚生労働

省から通達されたもので、ガイドラインに則ったサービスが提供されているかをみなさまにお伺いし、その結果

を踏まえて今後の運営に役立てていくものです。療育時にアンケート用紙をお渡しいたしますので、療育終了ま

たはお迎えのお時間までにご記入いただき、回収ボックスにお入れ下さい（無記名のアンケートとなります。ぜ

ひ率直なご意見をお寄せください）。 

パンフレットのご案内  『薬はじめてガイド』                   
監修：中川の郷療育センター施設長 許斐博史 

 

『発達障害のある方のための、薬や病院をうまく活用するためのコツが書いてある

チュートリアルブック』（原文ママ）です。医師が中心となり、複数の大学との協力の

元、大学の研究助成金やクラウドファンディングなどにより製作され、無料配布され

ているものです。薬に関する基本的な情報だけでなく、薬を使うかどうか決める時に

知りたいこと、薬に関係する人権的なこと、服薬についてのご本人の意思決定や、医

師との付き合い方などの内容にも触れられており、一問一答の形式でわかりやすく書

かれています。『薬は、発達障害の人を定型発達の人に作り変えるためではなく、発達

障害の人がより快適な生活を送るためにあります。』（原文ママ）という文章に表現さ

れているように、発達障害の人を主体に考えられた内容は、私たち支援者にも新たな

気づきを与えてくれます。 

アイラック・アイラックやまとに取り寄せておりますので、ご希望の方はスタッフまでお声掛けください。

無料でお渡しいたします。インターネットでも閲覧可能です。 


